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表 10-1 

 

 

  

 性別による意識の違いを確認するためにクロス集計とχ2 検定を行ったところ、   

表 10-2-1 の「8 日本に住んでいれば日本の歴史や文化を尊重すべきだ」の 1 項目のみ、

性差が認められました。 

 とはいえ、「8 日本に住んでいれば日本の歴史や文化を尊重すべきだ」については、YES

のほうが人権意識は高いのか、あるいは、NO のほうが人権意識は低いのか、判断が難し

いことから平均値は求めないでおきます。 
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８ 日本に住んでいれば日本の歴史や文化を尊重 男性 621 31.1% 49.8% 13.8% 5.3% p<.001 ***
すべきだ 女性 753 23.0% 52.3% 21.9% 2.8%

性別未選択者 12 33.3% 41.7% 8.3% 16.7%
合計 1386 26.7% 51.1% 18.2% 4.0%
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 表 10-2-1 より、「8 日本に住んでいれば日本の歴史や文化を尊重すべきだ」について

は、男性が女性と性別未選択者よりも YES が高いことがわかります。 

 とはいえ、この結果のみからは、性別によって外国籍の人の人権意識が異なるのかどう

かについて結論づけることはできません。  

 

 

 表 10-3-1 は、年齢と「外国籍の人の人権」の考え方との関連をみたものです。 

 「3 外国籍の人が差別的な言葉や行動を受けることは許せない」以外の 7 項目におい

て、統計的な有意差が認められます。 

 そこで、7 項目のうち、「6 特定の国の国籍（出身国）に対し固定観念や偏見があるか

もしれない」、「8 日本に住んでいれば日本の歴史や文化を尊重すべきだ」を除く 5 項目

について平均値を求めたものが表 10-3-2 です。 
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表 10-3-1 
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５ ヘイトスピーチも言論の自由だと思う 10歳代 126 7.9% 14.3% 34.9% 42.9% p<.001 ***
20歳代 172 7.0% 18.0% 35.5% 39.5%
30歳代 178 10.1% 14.6% 40.4% 34.8%
40歳代 191 7.3% 14.7% 41.4% 36.6%
50歳代 214 6.1% 15.4% 38.8% 39.7%
60歳代 262 1.1% 9.2% 32.8% 56.9%
70歳代以上 223 4.5% 15.2% 35.0% 45.3%

合計 1366 5.9% 14.2% 36.8% 43.1%
６ 特定の国の国籍（出身国）に対し固定 10歳代 127 15.0% 48.8% 26.0% 10.2% p=.013 *
観念や偏見があるかもしれない 20歳代 172 24.4% 54.1% 13.4% 8.1%

30歳代 177 20.3% 49.2% 16.9% 13.6%
40歳代 194 19.1% 53.6% 16.5% 10.8%
50歳代 215 13.0% 54.4% 21.4% 11.2%
60歳代 263 12.9% 47.1% 23.2% 16.7%
70歳代以上 225 13.8% 51.6% 20.0% 14.7%

合計 1373 16.5% 51.2% 19.7% 12.6%
７ 外国籍の人の国の歴史や文化を尊重す 10歳代 127 59.8% 32.3% 5.5% 2.4% p=.003 **
べきだ 20歳代 172 50.6% 39.5% 8.7% 1.2%

30歳代 179 38.5% 45.3% 11.7% 4.5%
40歳代 194 39.7% 50.0% 8.2% 2.1%
50歳代 213 34.7% 52.6% 10.3% 2.3%
60歳代 263 41.8% 50.6% 5.7% 1.9%
70歳代以上 227 44.9% 45.4% 6.6% 3.1%

合計 1375 43.3% 46.2% 8.1% 2.5%
８ 日本に住んでいれば日本の歴史や文化 10歳代 127 23.6% 44.9% 25.2% 6.3% p<.001 ***
を尊重すべきだ 20歳代 173 20.8% 50.3% 22.5% 6.4%

30歳代 179 27.4% 42.5% 24.6% 5.6%
40歳代 194 28.9% 50.5% 17.5% 3.1%
50歳代 215 20.5% 58.6% 16.3% 4.7%
60歳代 263 25.1% 55.1% 16.7% 3.0%
70歳代以上 228 37.7% 50.9% 10.1% 1.3%

合計 1379 26.6% 51.1% 18.2% 4.1%  
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表 10-3-2 

 

 

表 10-3-1 と表 10-3-2 より、「1 近所に外国籍の人が多く住んでいると治安が心配であ

る・逆」、「2 外国籍という理由でアパートを貸してもらえないのは仕方がない・逆」とい

う考えについては、50 歳代より年齢が低いほど平均値が高くなっています。しかし、他の

項目については、年齢の高低と外国籍の人の人権に関する考え方の相違との関連について、

解釈は難しいと言わざるを得ません。とはいえ、10 代は、「5 ヘイトスピーチも言論の自

由だと思う」を除く 4 項目において平均値が最も高くなっている点を指摘できます。 

 

 

 表 10-4-1 は、職種と「外国籍の人の人権」の考え方との関連をみたものです。 

表 10-4-1 によると、7 項目において職種による意識の違いが認められます。 

表 10-4-2 は、表 10-4-1 において統計的な有意差が認められた項目のうち、「8 日本に

住んでいれば日本の歴史や文化を尊重すべきだ」を除く 6 項目について平均値を求めたも

のです。 
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表 10-4-1 

 



104 
 

つづき 

 


